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「情報公開文書」（Webページ掲載用） 

 

臨床研究「糖鎖発現解析による腎移植後慢性拒絶反応の新規診断法の開発」に

ご参加いただいた方へ 

 

筑波大学附属病院消化器外科で行っている上記研究に参加いただいた方の貴重

な検査検体、臨床情報については、下記研究に引き継がせていただき、引き続

き研究に活用させていただきたいと思います。引き継がれる研究の概要は以下

の通りです。 

 

課題名：腎臓、膵臓移植患者の臨床検体を用いた新規バイオマーカーの探索研

究 

 

１．研究の対象 
今までに腎臓移植、膵臓移植を受けたことがある、もしくは予定している患者で、下記の

いずれかで同意を取得した方。 

① 本研究に関して書面による同意が得られた方。 

② 臨床研究「糖鎖発現解析による腎移植後慢性拒絶反応の新規診断法の開発」に 

同意頂いた方 

 

２．研究期間 
 研究実施許可日～2028年 3月 31日 

 

３．試料・情報の利用及び提供を開始する予定日 
当院で試料・情報の利用を開始する予定日は、 2025 年 5月 1日 です。 

 

４．研究目的 
血液や尿検体を用いて、免疫抑制の程度、感染症の状態、拒絶反応などの判断の指標にな

りえる新しいバイオマーカーを探索すること。 

 

５．研究方法 
既に採取してある血液をもとに、細胞（リンパ球等）、タンパク質（抗体等）、RNA等を

解析して、新しいバイオマーカーを探索します。 

 

６．研究に用いる試料・情報の種類 

試料：既に採取してある血液 

情報：臨床情報（病歴、臓器移植の種類、臓器移植後の経過等） 

 

７．外部への試料・情報の提供 
つくばヒト組織バイオバンクセンターに試料・情報を提供する場合には、別途ご説明して

書面で同意をいただいてから提供します。 

 

８．研究組織 
研究代表機関は、筑波大学附属病院（責任者：古屋欽司）です。 
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９．利益相反（企業等との利害関係）について 
本研究は、研究責任者のグループにより公正に行われます。本研究の利害関係について

は、現在のところありません。今後生じた場合には、所属機関において利益相反の管理を

受けたうえで研究を継続し、本研究の企業等との利害関係について公正性を保ちます。 

この研究の結果により特許権等が生じた場合は、その帰属先は研究機関及び研究者等に

なります。あなたには帰属しません。 

 

１０．本研究への参加を希望されない場合 
患者さんやご家族（ご遺族）が本研究への参加を希望されず、試料・情報の利用又は提

供の停止を希望される場合は、下記の問い合わせ先へご連絡ください。すでに研究結果が

公表されている場合など、ご希望に添えない場合もございます。 

 

１１．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  当院における照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

  

筑波大学附属病院 消化器外科 古屋欽司 

住所：〒305-8576 茨城県つくば市天久保２丁目１番地１ 

電話番号：029-853-3221（消化器外科、平日 8:30～17:15） 

  029-853-3110（休日・夜間救急受付、上記以外の時間帯） 

 


